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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多数のＬＥＤがマトリックス状に実装されたＬＥＤ表示ユニットを複数個配置してＬＥ
Ｄスクリーンを形成するＬＥＤ映像表示装置であって、
　複数の前記ＬＥＤ表示ユニットに実装された各ＬＥＤに電源を供給する定電圧電源部と
、複数個の前記ＬＥＤ表示ユニットの駆動回路に、前記各ＬＥＤの発光制御を行うための
ＰＷＭ指令に基づいてＰＷＭ信号を出力し、前記各ＬＥＤに流れる電流値を制御するスク
リーンコントローラと、前記ＬＥＤ表示ユニットの駆動回路に流れる電流値を検出する電
流検出部を備え、
　前記ＬＥＤ表示ユニットの駆動回路は、前記各ＬＥＤにそれぞれ直列に接続されたスイ
ッチで構成されたスイッチ回路と、前記ＰＷＭ信号によって前記スイッチ回路のスイッチ
をオン／オフ制御するスイッチ制御部で構成され、
　前記スイッチ制御部は、前記スクリーンコントローラからの前記ＰＷＭ信号に基づいて
前記各ＬＥＤを点灯させるパルスのデューティ比を変更して前記各ＬＥＤの発光を制御す
ると共に、前記電流検出部が、前記ＬＥＤ表示ユニットの駆動回路に流れる電流のピーク
時間間隔があらかじめ設定された周波数に該当し、かつ設定されたピーク電流値を上回っ
たことを検出した場合に、前記ＬＥＤを点灯させるパルスの周波数を変更して、前記ＬＥ
Ｄ表示ユニットに流れる電流値のピーク時間間隔を調整することを特徴とするＬＥＤ映像
表示装置。
【請求項２】
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　多数のＬＥＤがマトリックス状に実装されたＬＥＤ表示ユニットを複数個配置してＬＥ
Ｄスクリーンを形成するＬＥＤ映像表示装置であって、
　複数の前記ＬＥＤ表示ユニットに実装された各ＬＥＤに電源を供給すると共に、発生す
る異音を検出する異音検出装置を内部に有する定電圧電源部と、複数個の前記ＬＥＤ表示
ユニットの駆動回路に、前記各ＬＥＤの発光制御を行うためのＰＷＭ指令に基づいてＰＷ
Ｍ信号を出力し、前記各ＬＥＤに流れる電流値を制御するスクリーンコントローラとを備
え、
　前記ＬＥＤ表示ユニットの駆動回路は、前記各ＬＥＤにそれぞれ直列に接続されたスイ
ッチで構成されたスイッチ回路と、前記ＰＷＭ信号によって前記スイッチ回路のスイッチ
をオン／オフ制御するスイッチ制御部で構成され、
　前記スイッチ制御部は、前記スクリーンコントローラからの前記ＰＷＭ信号に基づいて
前記各ＬＥＤを点灯させるパルスのデューティ比を変更して前記各ＬＥＤの発光を制御す
ると共に、前記異音検出装置が異音を検出した場合に、前記ＬＥＤを点灯させるパルスの
周波数を変更して、前記ＬＥＤ表示ユニットに流れる電流値のピーク時間間隔を調整する
ことを特徴とするＬＥＤ映像表示装置。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、ＬＥＤ（発光ダイオード）を光源としたＬＥＤ映像表示装置に係わり、更
に詳しくは、電源部で発生する異音（耳障りな音）を抑制するためのＬＥＤ点灯駆動方式
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　図５は、ＬＥＤ映像表示装置のスクリーンを構成するＬＥＤ表示ユニットのイメージ図
である。
　図に示すように、ＬＥＤ表示ユニット５０は、マトリックス状に多数実装されたＬＥＤ
５１ａ、５１ｂ、５１ｃ・・で構成されている。
　ＬＥＤ映像表示装置のスクリーンは、多数のＬＥＤ５１ａ、５１ｂ、５１ｃ・・がマト
リックス状に実装されたＬＥＤ表示ユニット５０を基板単位とし、このＬＥＤ表示ユニッ
ト５０を複数配置して構成されることが一般的であり、この基板単位をＬＥＤ表示ユニッ
トと呼んでいる。
【０００３】
　図６は、従来のＬＥＤ表示ユニット５０の駆動回路６０を説明するための図である。
　ＬＥＤへの電源供給はＬＥＤ表示ユニット５０ごとになされることが多く、ＬＥＤ表示
ユニット５０の駆動回路６０は、図６に示すように構成される。
　図６において、１０は複数のＬＥＤ表示ユニット５０に実装された各ＬＥＤ５１ａ、５
１ｂ、５１ｃ・・・に電源を供給する定電圧電源部、２０はＬＥＤ表示ユニット５０の各
ＬＥＤ５１ａ、５１ｂ、５１ｃ・・・にそれぞれ直列に接続されたスイッチ２１ａ、２１
ｂ、２１ｃ・・・で構成されたスイッチ回路であり、３０はスイッチ回路２０の各スイッ
チ２１ａ、２１ｂ、２１ｃ・・・をＰＷＭ信号によりＯＮ（オン）／ＯＦＦ（オフ）制御
するするスイッチ制御部である。
【０００４】
　また、６０はＬＥＤ表示ユニット５０の駆動回路であって、ＬＥＤ表示ユニットの駆動
回路６０は、図６に示すように、上記スイッチ回路２０およびスイッチ制御部３０で構成
されている。
　従来では、スイッチ制御部３０からのＯＮ／ＯＦＦ制御信号（ＰＷＭ信号）によって、
定電圧電源部１０からＬＥＤ表示ユニット５０の各ＬＥＤ５１ａ、５１ｂ、５１ｃ・・・
に流す電流値をＰＷＭ制御し、ＬＥＤ表示ユニット５０の各ＬＥＤ５１ａ、５１ｂ、５１
ｃ・・・の輝度調整（発光制御）を実現している。
【０００５】
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　ＬＥＤ映像表示装置においてＰＷＭ制御を行う場合、ＬＥＤの点灯（オン）の期間と非
点灯（オフ）の期間の比率（デューティ比）によって、ＬＥＤ表示ユニット５０に流れる
定電圧電源部からの電流値が大きく変動する。
　図７は、ＬＥＤ表示ユニット５０に電源を供給する定電圧電源部１０の構成例を示す図
である。
　図７に示すように、一般的にフォワード方式の定電圧電源部１０の２次側出力部は、平
滑用の出力電解コンデンサ１０１、ダイオード１０２、１０３、平滑コイル１０４および
トランス１０５を有する。
【０００６】
　なお、１０６はスイッチング素子であり、１０７はスイッチング素子１０６のスイッチ
ング動作を制御するＩＣである。
　ＩＣ１０７は、定電圧電源部１０の出力が所定の一定値となるようにスイッチング素子
１０６をオン／オフ制御する。
　ＬＥＤ表示ユニット５０側のＰＷＭ制御による電流値の変動により、図７に示す定電圧
電源部１０の２次側の平滑コイル１０４が人の可聴領域の周波数で振動して、人にとって
耳障りな音（異音）を発生する。
【０００７】
　そのため、この問題に対して、例えば特許文献１（特開２００６－１１４３２４号公報
）に記載の発光素子駆動装置では、電源に接続された発光素子に流れる電流をＰＷＭ信号
に従ったタイミングでオン／オフし、当該オン／オフの比率によって発光素子の発光輝度
の調整を行うＰＷＭ制御方式を採用した発光素子駆動装置であって、ＰＷＭ信号の周波数
が人間の可聴帯域の上限以上に設定されることが提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００６－１１４３２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　上述したように、従来のＬＥＤ映像表示装置における定電圧電源部では、ＰＷＭ制御に
よるＬＥＤ駆動電流値の変動により、平滑コイルが人の可聴領域の周波数で振動して、人
にとって耳障りな音を発生するという問題があった。
　また、定電圧電源部からの耳障りな音は、ＬＥＤ表示ユニット単体では判別することが
困難であり、「スクリーンとして組み立てられた後で認識する可能性がある」という問題
点もあった。
　本発明は、このような課題を解決するためになされたものであり、ＬＥＤ表示ユニット
の各ＬＥＤの駆動電流をＰＷＭ制御することによって発生する定電圧電源部の耳障りな音
を抑制できるＬＥＤ映像表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この発明に係るＬＥＤ映像表示装置は、多数のＬＥＤがマトリックス状に実装されたＬ
ＥＤ表示ユニットを複数個配置してＬＥＤスクリーンを形成するＬＥＤ映像表示装置であ
って、複数の前記ＬＥＤ表示ユニットに実装された各ＬＥＤに電源を供給する定電圧電源
部と、複数個の前記ＬＥＤ表示ユニットの駆動回路に、前記各ＬＥＤの発光制御を行うた
めのＰＷＭ指令に基づいてＰＷＭ信号を出力し、前記各ＬＥＤに流れる電流値を制御する
スクリーンコントローラと、前記ＬＥＤ表示ユニットの駆動回路に流れる電流値を検出す
る電流検出部を備え、
　前記ＬＥＤ表示ユニットの駆動回路は、前記各ＬＥＤにそれぞれ直列に接続されたスイ
ッチで構成されたスイッチ回路と、前記ＰＷＭ信号によって前記スイッチ回路のスイッチ
をオン／オフ制御するスイッチ制御部で構成され、前記スイッチ制御部は、前記スクリー
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ンコントローラからの前記ＰＷＭ信号に基づいて前記各ＬＥＤを点灯させるパルスのデュ
ーティ比を変更して前記各ＬＥＤの発光を制御すると共に、前記電流検出部が、前記ＬＥ
Ｄ表示ユニットの駆動回路に流れる電流のピーク時間間隔があらかじめ設定された周波数
に該当し、かつ設定されたピーク電流値を上回ったことを検出した場合に、前記ＬＥＤを
点灯させるパルスの周波数を変更して、前記ＬＥＤ表示ユニットに流れる電流値のピーク
時間間隔を調整するものである。 
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、ＰＷＭ制御を用いてＬＥＤ表示ユニットに流れる電流値のピーク時間
間隔を調整できるために、コイルの材質変更やコンデンサの追加といった部品交換による
対策無しに、容易に耳障りな音の発生を抑制することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施の形態１によるＬＥＤ映像表示装置の全体構成を示す概念図である。
【図２】実施の形態１によるＬＥＤ映像表示装置のＰＷＭ制御説明図である。
【図３】実施の形態２におけるＬＥＤ表示ユニットの駆動回路を示す図である。
【図４】実施の形態３にあける定電圧電源部の構成を示す図である。
【図５】ＬＥＤ表示ユニットのイメージ図である。
【図６】従来のＬＥＤ表示ユニットの駆動回路を説明するための図である。
【図７】ＬＥＤ表示ユニットの定電圧電源部を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面に基づいて、本発明の一実施の形態例について説明する。
　なお、各図において、同一符号は同一あるいは相当のものであることを表す。
実施の形態１．
　図１は、この発明の実施の形態１であるＰＷＭ制御方式を用いたＬＥＤ映像表示装置を
概念的に示す図である。
　実施の形態１によるＬＥＤ映像表示装置は、複数のＬＥＤ表示ユニット５０で構成され
るＬＥＤスクリーン１００および複数のＬＥＤ表示ユニット５０の各ＬＥＤの発光制御な
どを行うスクリーンコントローラ２００を備えている。
　また、複数のＬＥＤ表示ユニット５０に実装された各ＬＥＤ５１ａ、５１ｂ、５１ｃ・
・に電源を供給する定電圧電源部１０が備えられている。
【００１４】
　更に、ＬＥＤスクリーン１００を構成する複数のＬＥＤ表示ユニット５０のそれぞれに
対しては、ＬＥＤ表示ユニット５０の各ＬＥＤ５１ａ、５１ｂ、５１ｃ・・に直列に接続
されたスイッチ２１ａ、２１ｂ、２１ｃ・・で構成されたスイッチ回路２０と、スイッチ
回路２０の各スイッチ２１ａ、２１ｂ、２１ｃ・・をＰＷＭ信号によってオン／オフ制御
するスイッチ制御部３０で構成されたＬＥＤ表示ユニットの駆動回路６０が備えられてい
る。
【００１５】
　図１において、２００はスクリーンコントローラであって、該スクリーンコントローラ
２００はＰＷＭ指令部２０１を有しており、ＬＥＤスクリーン１００を構成している複数
のＬＥＤ表示ユニット５０の駆動回路６０のそれぞれに対してＰＷＭ制御指令を出すこと
が可能である。
　即ち、スイッチ制御部３０は、ＰＷＭ指令部２０１からの指令に基づいてＰＷＭ信号を
出力し、ＬＥＤ表示ユニットの駆動回路６０の各スイッチ２１ａ、２１ｂ、２１ｃ・・を
オン／オフする。
　なお、図１では、１つのＬＥＤ表示ユニット５０に対して１つの定電圧電源部１０が設
けられている場合を示しているが、１つの定電圧電源部１０から複数のＬＥＤ表示ユニッ
ト５０の全てに電源を供給してもよい。
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【００１６】
　次に、本実施の形態によるＬＥＤ映像表示装置の具体的な動作例について説明する。
　図２は、本実施の形態によるＬＥＤ映像表示装置のＰＷＭ制御説明図である。
　図２に示すように、例えば画像の更新周期が５０Ｈｚであった場合、１つの点灯区間に
は、最大で２０ｍｓｅｃまでの点灯パルスを設定することが可能である。この点灯パルス
の時間幅により輝度が調整される。
　最もシンプルな制御では１つの点灯区間に１つの点灯パルスを設定する方式が考えられ
るが、この制御においてスクリーンの観覧者が電源からの耳障り音を感じたとする。
　このような場合においては、図１に示すスクリーンコントローラ２００のＰＷＭ指令部
２０１より、各ＬＥＤ表示ユニットの駆動回路６０に対して点灯区間を分割する指令する
信号を送ることにより、点灯パルス時間幅を小さくすることができる。
【００１７】
　図２（ａ）は、２０ｍｓｅｃの１つの点灯区間に１０ｍｓｅｃの１つの点灯パルスを設
定した場合、図２（ｂ）は、２０ｍｓｅｃの１つの点灯区間に５ｍｓｅｃの２つの点灯パ
ルスを設定した場合、図２（ｃ）は、２０ｍｓｅｃの１つの点灯区間に２ｍｓｅｃの５つ
の点灯パルスを設定した場合を示している。
　図２（ｂ）に示すように、点灯区間を２区間に分割して５ｍｓｅｃ単位で点灯させたり
、図２（ｃ）に示すように、５区間に分割して２ｍｓｅｃ単位で点灯させることで、ＬＥ
Ｄ表示ユニット５０に流れる電流値のピーク時間間隔を従来よりも小さくし、人が耳障り
と感じる帯域よりも高い周波数に変更させることが可能となる。
　逆に、点灯区間の分割数を多くして点灯させた場合に、定電圧電源部１０からの耳障り
音を感じたときには、点灯区間の分割数を小さくすることによって、人が耳障りと感じる
帯域よりも低い周波数に変更させることも可能となる。
【００１８】
　以上説明したように、本実施の形態によるＬＥＤ映像表示装置は、多数のＬＥＤがマト
リックス状に実装されたＬＥＤ表示ユニット５０を複数個配置してＬＥＤスクリーン１０
０を形成するＬＥＤ映像表示装置であって、複数の前記ＬＥＤ表示ユニット５０に実装さ
れた各ＬＥＤ５１ａ、５１ｂ、５１ｃ・・・に電源を供給する定電圧電源部１０と、複数
個の前記ＬＥＤ表示ユニット５０の駆動回路６０に、前記各ＬＥＤの発光制御を行うため
のＰＷＭ指令に基づいてＰＷＭ信号を出力し、前記各ＬＥＤに流れる電流値を制御するス
クリーンコントローラ２００を備え、
　前記ＬＥＤ表示ユニット５０の駆動回路６０は、前記各ＬＥＤ５１ａ、５１ｂ、５１ｃ
・・・にそれぞれ直列に接続されたスイッチ２１ａ、２１ｂ、２１ｃ・・で構成されたス
イッチ回路２０と前記ＰＷＭ指令によって前記各ＬＥＤをオン／オフ制御するスイッチ制
御部３０で構成され、前記スイッチ制御部３０は、前記スクリーンコントローラ２００か
らの前記ＰＷＭ信号に基づいて前記各ＬＥＤを点灯させるパルスのデューテー比を変更し
て前記各ＬＥＤの発光を制御すると共に、前記定電圧電源部１０から人が耳障りと感じる
周波数帯の可聴音が発生した場合に、前記ＬＥＤを点灯させるパルスの時間を変更して、
前記ＬＥＤ表示ユニット５０に流れる電流値のピーク時間間隔を調整する。
　従って、本実施の形態によれば、ＰＷＭ制御を用いてＬＥＤ表示ユニットに流れる電流
値のピーク時間間隔を調整できるために、容易に耳障りな音の発生を抑制することが可能
となる。
【００１９】
実施の形態２．
　図３は、実施の形態２によるＬＥＤ映像表示装置に用いられるＬＥＤ表示ユニット５０
の駆動回路の構成を示す図である。
　図３に示すように、本実施の形態に用いられるＬＥＤ表示ユニットの駆動回路６１は、
図６に示した構成のＬＥＤ表示ユニットの駆動回路において、更に、電流検出部７０を組
み込んだものである。
　なお、電流検出部７０は、定電圧電源部１０からＬＥＤ表示ユニットの駆動回路６１に
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流れる電流値を検出するものである。
　具体的には、ＬＥＤ表示ユニットの駆動回路６１は、発光部であるＬＥＤ５１ａ、５１
ｂ、５１ｃ・・・がマトリックス状に多数実装されたＬＥＤ表示ユニット５０、スイッチ
２１ａ、２１ｂ、２１ｃ・・で構成されたスイッチ回路２０、スイッチ制御部３１および
電流検出部７０を有している。
【００２０】
　本実施の形態においては、電流検出部７０は、あらかじめ人が耳障りと感じる周波数お
よびピーク電流値が設定されている。
　そして、ＬＥＤ表示ユニット５０に流れる電流のピーク時間間隔があらかじめ設定され
た周波数に該当し、かつ設定されたピーク電流値を上回った場合に、電流検出部７０から
スイッチ制御部３１に対してパルス時間幅を変更する信号を送信し、スイッチ制御部３１
により各スイッチのオン／オフの時間間隔が変更される。
　なお、この電流検出部７０による電流検出は、ある一定周期で行うものとする。
　このような回路構成を採用することにより、ＬＥＤ表示ユニット５０の電流検出値に基
づいて、定電圧電源１０の平滑コイル１０４から発生する耳障り音を人の手を介すること
なく回避することが可能となる。
【００２１】
　以上説明したように、本実施の形態によるＬＥＤ映像表示装置は、ＬＥＤ表示ユニット
５０の駆動回路６０に流れる電流値を検出する電流検出部を備え、電流検出部７０は、Ｌ
ＥＤ表示ユニット５０の駆動回路に流れる電流のピーク時間間隔があらかじめ設定された
周波数に該当し、かつ設定されたピーク電流値を上回った場合に、電流検出部からスイッ
チ制御部に対してＬＥＤを点灯させるパルス時間幅を変更する信号を送信し、スイッチ制
御部３１はＬＥＤ表示ユニットに流れる電流値のピーク時間間隔を調整する。
　従って、本実施の形態によれば、定電圧電源部１０の平滑コイル１０４から発生する耳
障り音を自動的に抑制できる。
【００２２】
実施の形態３．
　図４は、実施の形態３によるＬＥＤ映像表示装置に用いられる定電圧電源部１１の構成
を示す図である。
　本実施の形態において用いられる定電圧電源部１１は、図４に示すように、従来の回路
構成に異音検出装置８０を組み込んだものである。
　具体的には、図４に示すように、定電圧電源部１１の２次側出力部は、平滑用の出力電
解コンデンサ１０１、ダイオード１０２、１０３、平滑コイル１０４、トランス１０５お
よび異音検出装置８０を有する。
　なお、異音検出装置８０は、平滑コイル１０４から発生する耳障り音（即ち、異音）を
検出しやすいように、平滑コイル１０４の近傍に配置される。
【００２３】
　ＬＥＤ表示ユニット５０側のＰＷＭ制御による電流値の変動により、図４に示す定電圧
電源部１１の２次側の平滑コイル１０４が人の可聴領域の周波数で振動して、人にとって
耳障りな音（異音）を発生する。
　なお、異音は、周波数の高低、周波数の変動、あるいは異音の大きさなどによって検知
される。
　本実施の形態では、異音検出装置８０が定電圧電源部１１の平滑コイル１０４から発生
する耳障り音（異音）を検出すると、スイッチ制御部３０（図１参照）に対して点灯パル
ス時間幅を変更する信号を送信し、スイッチ制御部３０よって各スイッチのオン／オフの
時間間隔が変更される。
【００２４】
　本実施の形態では、このような回路構成を採用することによって、異音検出装置が定電
圧電源部の平滑コイルから発生する異音（耳障り音）を検出すると、スイッチ制御部によ
って各スイッチのオン／オフの時間間隔が自動的に変更されるので、定電圧電源の平滑コ
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【００２５】
　以上説明したように、本実施の形態によるＬＥＤ映像表示装置の定電圧電源１０は、発
生する異音を検出する異音検出装置８０を内部に備え、異音検出装置８０が異音を検出す
ると、異音検出装置８０からスイッチ制御部３１に対してＬＥＤを点灯させるパルス時間
幅を変更する信号を送信し、スイッチ制御部３１はＬＥＤ表示ユニット５０に流れる電流
値のピーク時間間隔を調整する。従って、定電圧電源の平滑コイルから発生する耳障り音
を自動的に抑制できる。
【産業上の利用可能性】
【００２６】
　本発明は、ＰＷＭ制御によるＬＥＤ点灯駆動の際に定電圧電源部で発生する耳障りな音
を抑制することが可能なＬＥＤ映像表示装置の実現に有用である。
【符号の説明】
【００２７】
　　１０　定電圧電源部　　　　　　　　　　　　　２０　スイッチ回路
　　２１ａ、２１ｂ、２１ｃ・・・　スイッチ　　　３０、３１　スイッチ制御部
　　５０　ＬＥＤ表示ユニット
　　５１ａ、５１ｂ、５１ｃ・・・　ＬＥＤ
　　６０、６１　ＬＥＤ表示ユニットの駆動回路
　　７０　電流検出部　　　　　　　　　　　　　　８０　異音検出装置
　１００　スクリーン　　　　　　　　　　　　　２００　スクリーンコントローラ
　２０１　ＰＷＭ指令部　　　　　　　　　　　　１０１　平滑用の出力電解コンデンサ
　１０２、１０３　ダイオード　　　　　　　　　１０４　平滑用の出力電解コンデンサ
　１０５　トランス
 
【図１】 【図２】
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